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発  表  題  目 
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○発表者氏名（所属）、共同発表者氏名（所属）、･･･←（2行以内で。発表者氏名も前に○をつける。） 

 

キーワード：第 1語、第 2語、3～5語以内←（1行以内で。） 

（7行目はあける。） 

【目的】 

２２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

【実践（事業・活動）内容】 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９  

０ 

１ 

２ 

３ 

４ 

【実践評価（結果・成果）】 

６ 

７ 

８ 

９ 

０ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

０ 

１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

【課題】 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

０ 

１ 

２ 

３ 

【文献】（必要な場合） 

1）健康太郎，行動花子：○○の健康行動に及ぼす○○

の影響，日本○○学会雑誌，19： 88-104, 2004 

2)行動花子：○○○○療法，24-29，○○出版，大阪，

2005 
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図 1 図題目 

（注意） 

人および動物が対象である研究は、

倫理的配慮についての記載もお願い

します。 

1. 発表題目 

1行目に、ゴシック、12ポイントで記載する。 

2. 副題 

2行目に、ゴシック、10ポイントで記載する。 

3. 発表者名 

発表者氏名（所属）や共同研究者氏名（所属）

は、4行目に、明朝体、10ポイントで記載す

る。 

4. キーワード 

6行目に、明朝体、10ポイントで記載する。 

5. 本文 

8行目から 2段組で記入する。1段の文字数

は全角 23文字とする。 

字数は、23文字×40行×2段（1,840文字）

とし、基本フォントは明朝体で、10 ポイン

トとする。 

6. 小見出し 

【目的】などの小見出しは、ゴシックで記載。 

7. 余白：上下左右 25mm 

本文の構成は、一つの例として参考

にしてください。 
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